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を
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す
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を
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ま
た
、「
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

創
る
」
に
関
し
て
は
、
高
齢
化
に
対

応
し
地
域
の
活
力
を
創
造
し
て
い
く

た
め
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
仕
事

や
社
会
参
加
を
継
続
し
、
健
康
で

活
き
活
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
創
り
あ
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
当
行
で
は
、
長
く
活
き
活
き
と

生
き
る
「
長
活
き
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、「
あ
き
ぎ
ん〝
長
活
き
〞学

校
」の
運
営
に
加
え
、「
あ
き
ぎ
ん〝
長

活
き
〞健
康
宣
言
」の
制
定
を
通
じ
、

健
康
増
進
に
積
極
的
な
企
業
に
対

す
る
優
遇
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
行
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
創
り
た
い
未
来
が
あ
る
、
守
り

た
い
故
郷
が
あ
る
」
の
想
い
を
実
現

し
、
地
域
と
と
も
に
成
長
す
る
銀

行
を
目
指
し
、
役
職
員
一
同
、
精
一

杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま

に
は
引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援
、
ご

愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
計
画
２
年
目
の
当
期
は
、
当
行

が
お
取
引
先
の
経
営
課
題
解
決
お

よ
び
企
業
価
値
向
上
を
と
も
に
目

指
し
て
い
く
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
お

取
引
先
の
経
営
体
質
の
強
化
が
具

体
的
な
成
果
と
し
て
顕
わ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
起
業
・
創
業

を
中
長
期
的
に
支
援
す
る
た
め
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
創
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
事
業
計
画
の
策
定

支
援
な
ど
に
加
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

や
交
流
会
を
開
催
し
、
起
業
前
後

の
課
題
解
決
と
起
業
家
同
士
の
人

脈
形
成
を
促
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
当
行
が
成
長
分
野
と

定
め
る
５
つ
の
産
業
・
事
業
の
う
ち

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

当
行
と
地
元
企
業
の
連
携
に
よ
る

風
車
17
基
、
総
額
1
5
0
億
円
の

大
型
風
力
発
電
事
業
が
立
ち
上

が
っ
た
ほ
か
、
観
光
産
業
分
野
で
は
、

当
行
の
台
北
駐
在
員
事
務
所
と
観

光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な

ど
が
連
携
し
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
増
加
に
取
り
組
む
な
ど
、
具
体

的
な
活
動
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
秋
田
銀

行
を
お
引
き
立
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
行
に
対
す
る
ご
理
解
を一
層
深
め

て
い
た
だ
き
た
く
、「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
　

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
　
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、
当
行

の
地
域
や
お
客
さ
ま
に
対
す
る
取
組

み
、
最
近
の
業
績
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。
ご
高
覧
の
う
え
、

ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
当
行
で
は
平
成
28
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
中
期
経
営
計
画

「〈
あ
き
ぎ
ん
〉
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
お
い
て
、「
地
域
経
済
の
質
を
高
め

る
」、「
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
創
る
」

を
目
標
に
掲
げ
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　「
地
域
経
済
の
質
を
高
め
る
」
と

は
、「
お
取
引
先
企
業
の
企
業
価
値

向
上
」、「
起
業
・
創
業
者
の
増
加
」、

そ
し
て
「
新
た
な
産
業
・
事
業
分
野

の
成
長
」
を
通
じ
て
人
口
減
少
に
と

も
な
う
地
域
経
済
の
縮
小
を
回
避
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
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株式会社　秋田銀行　The Akita Bank,Ltd.

秋田県秋田市山王三丁目2番 1号

明治12年（1879年）1月

2兆 6,554 億円

1兆 6,650 億円

141億円

発行済株式数

自己資本比率

長 期 格 付

従 業 員 数

店 舗 数

180,936 千株

11.05％（国内基準）

A+（JCR）

1,447 名

本支店・出張所 97か所
（秋田県内80、秋田県外16、インターネット1）

（平成29年9月30日現在）Profile  　　　　　　の概要

（注）平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しております。
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　経常利益は、与信関係費用は減少したものの、コア業務純益
の減少により、6億円減少の32億円となり、中間純利益は1億
円減少の27億円となりました。

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期発行体格付について
格付けランクの上位に位置する「Ａ+」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

　自己資本比率は、貸出金の増加によりリスク・アセットは増加
しましたが、利益の積上げ等により自己資本は増加したことか
ら、前期末比0.03ポイント上昇し11.05％となり、従来に引き
続き国内基準行に求められる４％を大きく上回っております。

収益性・健全性 AKITA BANK REPORT 2017
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【コア業務純益】

　コア業務純益は、資金利益の減少により、前年同期比12億円減
少し、33億円となりました。

　銀行本来の業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益であ
る「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒引当金
繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的な利益」
を示します。

用
語
解
説

【自己資本比率】
　貸出金などの資産（リスク・アセット）に対する自己資本の割合で、銀行の
健全性を示す指標のひとつです。海外に営業拠点を有する銀行は国際統一
基準で8％以上、海外に営業拠点を持たない銀行（当行）は国内基準で4％以
上を維持することが求められています。

用
語
解
説

【格付け】
　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払わ
れる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、その
結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置するほど
安全性が高いとされています。

用
語
解
説

コア業務純益（※）…33億円

自己資本比率（※）（単体）…11.05％

経常利益…32億円 中間純利益…27億円

格付け（※）…A＋

■ コア業務純益の推移

（単位：億円）
50

10

20

30

40

0
平成29年
9月期

平成28年
9月期

平成27年
9月期

4545

3333

4949

■ 経常利益と中間純利益の推移

（単位：億円）
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■ 単体自己資本比率の推移

（単位：％）
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不良債権への対応

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の
申し立て等の事由により、経営破綻に陥っている
お取引先に対する債権およびこれらに準ずる債
権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成
績が悪化し、契約にしたがった債権の
元本回収および利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出
条件緩和債権（金利の減免や利息の
支払い、元本の返済を猶予した貸出
金など）です。

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取り組
んでおります。具体的には、本部内に設置している「企業経
営支援室」をはじめ、各営業店において企業の経営改善に
向けた各種支援活動を積極的に行っております。
　平成29年9月期の与信費用は、前年同期比5億円減
少し▲3億円となりました。
　また、平成29年9月末の不良債権額（金融再生法開示
債権ベース）は340億円ですが、この不良債権が将来回収
不能となった場合の備えである保全額（貸倒引当金、担保・
保証）は304億円であり、その保全率は89.19％と、高い

水準を確保しております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要管
理債権は、現在事業を継続されているお取引先への債権で
すので、すべてが回収不能に至るものではありません。仮
に、金融再生法開示債権がすべて回収不能になった場合、
追加で必要な不良債権処理費用は36億円（金融再生法開
示債権340億円－保全額304億円）ですが、「利益剰余
金」（1,141億円）だけでも十分対応可能な水準です。　

資産の健全化 AKITA BANK REPORT 2017
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用
語
解
説

300
平成29年
3月末

平成28年
9月末

1.00

400 1.50

500 2.00

600 2.50

不良債権比率 金融再生法開示債権

（単位：億円）

（単位：億円） （単位：％）

平成27年
9月期

不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額

※与信費用＝不良債権処理費用＋一般貸倒引当金繰入額
　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

与信費用

25

15

5

-25

-15

-5

■ 償却・引当の状況 ■ 金融再生法開示債権推移

平成28年
9月期

平成29年
9月期

平成29年
9月末

2.03

340

20

6

▲11

22

▲5▲5

▲18

▲1

▲3▲3
2

2.18

361

2.49

412

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）0.7％

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ）＋（Ｃ）＝（D）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

111

225

4

340

111

190

2

304

40

161

2

203

71

29

1

101

100.00

84.52

52.92

89.19

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

正常債権
1兆6,412億円
98.0％

（単位：億円）

（％）

0.0％

1.3％

平成29年9月末現在

■ 金融再生法開示債権の状況

金融再生法開示債権に対する保全の状況

0
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■ 預金残高

（単位：億円）

平成27年
9月末

平成28年
9月末

平成27年
9月末

平成28年
9月末

　個人預金および法人預金が増加したことから、前年同期末
比506億円増加し、2兆6,554億円となりました。
　平成29年9月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は89.2％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、56.4％と高い
水準を維持しております。

30,000

25,000

10,000

5,000

15,000

20,000

0

預金・譲渡性預金 うち個人預金

■ 貸出金残高

（単位：億円）

　事業先向け貸出金および個人ローンが増加したことにより、前
年同期末比245億円増加し、1兆6,650億円となりました。
　平成29年9月末における貸出金残高に占める中小企業等向
け貸出金の割合は53.0％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、52.5％と高い水
準を維持しております。

15,000

18,000

3,000

6,000

9,000

12,000

0
平成29年
9月末

8,825

16,650

8,498

16,405

8,297

15,771

貸出金 うち中小企業等向け貸出金

（単位：億円） 公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

　預り資 産 は、前 年 同 期 末 比42億 円 減 少し、
2,213億円となりました。

■ 秋田県内シェア（金融機関別） ■ 預金者別

■ 個人ローンの推移 ■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時
払終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが51億円増加したこ
とを主因として、前年同期末比87億円増加し、
3,552億円となりました。

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）

平成29年9月末

3,552

3,266

平成28年9月末

3,465

3,215

平成27年9月末

3,317

3,083

■ 県内外別■ 県内外別

平成29年
9月末

26,554

17,134

26,048

16,682

25,609

16,627

■ 貸出先別

AKITA BANK REPORT 2017AKITA BANK REPORT 2017 預金・預り資産の状況貸出金の状況

個人ローンの状況 預り資産（※）残高の推移

預金の状況貸出金の状況

平成29年6月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

平成29年9月末

県内向け貸出金内訳

平成29年9月末

うち中小企業向け
3,587億円

（30.6％）

うち個人向け
3,441億円

（29.3％）

その他（地公体ほか）
4,697億円

（40.1％）

その他
7.1%

他行
40.4%

当行
52.5%

中小企業等
向け貸出金
53.0%

その他
3,999億円
24.0%

中小企業向け
5,092億円
30.6%

個人向け
3,733億円
22.4%

地方公共団体向け
3,826億円
23.0%

秋田県内向け
11,725億円
70.4%

秋田県外向け
4,925億円
29.6%

秋田県内
23,692億円
89.2%

秋田県外
2,861億円
10.8%

平成29年6月末 平成29年9月末 平成29年9月末

県内預金内訳

うち個人
15,811億円

（66.7％）

うち法人
5,128億円

（21.6％）

その他
2,752億円

（11.6％）

その他
3,055億円
11.5%

個人
17,134億円
64.5%

法人
6,364億円
24.0%

その他
8.7%

他行
34.9%

当行
56.4%

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
●譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

1,200

1,000

800

600

400

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

90

707

1,457
2,255

0

200
142

1,304
2,172

725

平成29年9月末平成27年9月末 平成28年9月末

84

696

1,432
2,213
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平成27年
9月末

平成28年
9月末

■ 貸出金残高

（単位：億円）

　事業先向け貸出金および個人ローンが増加したことにより、前
年同期末比245億円増加し、1兆6,650億円となりました。
　平成29年9月末における貸出金残高に占める中小企業等向
け貸出金の割合は53.0％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、52.5％と高い水
準を維持しております。

15,000

18,000

3,000

6,000

9,000

12,000

0
平成29年
9月末

8,825

16,650

8,498

16,405

8,297

15,771

貸出金 うち中小企業等向け貸出金

■ 個人ローンの推移

　個人ローンは、住宅ローンが51億円増加したこ
とを主因として、前年同期末比87億円増加し、
3,552億円となりました。

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）

平成29年9月末

3,552

3,266

平成28年9月末

3,465

3,215

平成27年9月末

3,317

3,083

■ 県内外別■ 貸出先別

AKITA BANK REPORT 2017貸出金の状況

個人ローンの状況

貸出金の状況

平成29年6月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

平成29年9月末

県内向け貸出金内訳

平成29年9月末

うち中小企業向け
3,587億円
（30.6％）

うち個人向け
3,441億円
（29.3％）

その他（地公体ほか）
4,697億円
（40.1％）

その他
7.1%

他行
40.4%

当行
52.5%

中小企業等
向け貸出金
53.0%

その他
3,999億円
24.0%

中小企業向け
5,092億円
30.6%

個人向け
3,733億円
22.4%

地方公共団体向け
3,826億円
23.0%

秋田県内向け
11,725億円
70.4%

秋田県外向け
4,925億円
29.6%

5






